
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　スイッチング素子が形成された第１の基板と、前記第１の基板に対向して配置された第
２の基板と、前記第１の基板と前記第２の基板の間に挟持された液晶層と、前記第１の基
板上に設けられ前記スイッチング素子にデータ信号を供給するデータ線と、前記データ線
及び前記第１の基板を被覆するように前記第１の基板上に設けられたオーバコート層と、
前記オーバコート層上に設けられマトリクス状に配置された複数の画素電極とを有し、前
記データ線が隣接する２つの画素電極間の間隙の位置に対応して設けられているアクティ
ブマトリクス型液晶表示装置において、
　

　前記データ線上 設けられたブラックマトリクスを有し、
　前記ブラックマトリクスが前記画素電極とオーバラップする部分を有し、前記部分の幅
Ｗが、前記液晶層の厚さをｄ L Cとし、前記ブラックマトリクス上での前記オーバコート層
の厚さをｄ O Cとし、所定の視野角を２θとして、前記アクティブマトリクス型液晶表示装
置がドット反転駆動で駆動されるものであるときは
Ｗ  ≧  ｄ L C／２  ＋  ｄ O C・ｔａｎ  θ、
前記アクティブマトリクス型液晶表示装置がゲート線反転駆動で駆動されるものであると
きは
Ｗ  ≧  ｄ L C／４  ＋  ｄ O C・ｔａｎ  θ
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カラーフィルタを構成する色層が前記第１の基板上の少なくとも前記データ線が形成さ
れていない領域に設けられており、

および前記色層上に直接



を満足することを特徴とする、アクティブマトリクス型液晶表示装置。
【請求項２】
　ブラックマトリクス上でのオーバコート層の厚さｄ O Cが１μｍ以下であり、前記オーバ
コート層が下地の前記ブラックマトリクスの段差を平坦化して該段差を０．５μｍ以下と
する、請求項１に記載のアクティブマトリクス型液晶表示装置。
【請求項３】
　ブラックマトリクスが絶縁性の材料からなる請求項１ に記載のアクティブマト
リクス型液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、アクティブマトリクス型液晶表示装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、カラー表示可能なアクティブマトリクス型液晶表示装置は、画素ごとにＴＦＴ（薄
膜トランジスタ； thin film transistor）と画素電極とが設けられたＴＦＴ基板と、カラ
ーフィルタ及び共通電極が形成された対向基板とを対向配置させ、その間に液晶層を封入
させた構造となっていた。この構造では、カラーフィルタと画素電極とが正確に位置合わ
せされていなければならず、また、不要な光漏れを防ぐために、画素ごとのカラーフィル
タ間にブラックマトリクス（遮光層）を配置する必要があるという製造上の課題がある。
そこで、ＴＦＴ基板上にカラーフィルタを形成することが提案されてきた。ＴＦＴ基板上
にカラーフィルタを形成した場合には、対向基板は透明基板と透明基板の全面に一様に形
成された透明な共通電極とで構成できるようになって製造工程が簡素化され、対向基板と
ＴＦＴ基板の位置合わせに苦労する必要もなくなる。さらに、ＴＦＴ基板上の各種配線を
遮光層として利用できるというメリットも生じる。
【０００３】
図５は、ＴＦＴ基板側にカラーフィルタが設けられている従来のアクティブマトリクス型
液晶表示装置の構成を示す模式断面図である。
【０００４】
ＴＦＴ基板１０は、透明なガラス基板１１の一方の主面上に、パターニングされ相互に平
行に配列した複数のデータ線（映像信号線あるいはドレイン線、ソース線とも呼ばれる）
１２が設けられるとともに、ガラス基板１１のこの主面上に、カラーフィルタを構成する
色層１３と透明なオーバコート層１４とを順次積層し、さらに、オーバコート層１４の表
面に、画素ごとの透明な画素電極１５を形成した構成となっている。データ線１２は、色
層１３によって覆われている。データ線１２が延びる方向は、図において、紙面に垂直な
方向である。一方、対向基板２０は、ガラス基板２１の一方の主面の全面に透明かつ一様
な共通電極２２を設けた構成となっている。そして、この液晶表示装置は、画素電極１５
と共通電極２２とが互いに向き合うようにして所定の間隔でＴＦＴ基板１０と対向基板２
０とを配置し、これらの間に液晶層３０を封入した構成となっている。データ線１２は、
不透明な導電性材料から形成されており、２つの画素の間の隙間の部分を遮光する役目も
担っている。当業者には自明のことであるが、ＴＦＴ基板１０には、このほか、ゲート線
（走査線とも呼ぶ）や、画素ごとに設けられたＴＦＴなどが形成されている。
【０００５】
図６はこのようなアクティブマトリクス型液晶表示装置の等価回路図である。
【０００６】
画素ごとに設けられる画素電極１５及びＴＦＴ４１は、ＴＦＴ基板１０上でマトリクス状
に配列している。スイッチング素子であるＴＦＴ４１のゲートはゲート線４２に接続し、
ドレインはデータ線１２に接続し、ソースは画素電極１５に接続する。ＴＦＴ４１のソー
スをデータ線１２に接続し、ドレインを画素電極１５に接続するようにしてもよい。共通
電極２２は接地されており、共通電極２２と１つの画素電極１５とによって挟まれた液晶
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または２



層が１つの画素部分４０である。ゲート線４２は、ＴＦＴ基板１０の上では相互に平行に
かつデータ線１２に対しては直交する方向に延びている。各画素部分４０に対して並列に
、等価的に、画素容量４３が接続している。データ線１２及びゲート線４２は、それぞれ
、ドライバ４４及びドライバ４５によって駆動される。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
カラーフィルタをＴＦＴ基板側に設けた上述した従来のアクティブマトリクス型液晶表示
装置については、位相差補償板を設けたとしても、対向基板側にカラーフィルタが設けら
れているものに比べて視野角が狭い、という問題が指摘されている。表１は、ＴＦＴ基板
側にカラーフィルタが設けられているものと対向基板側にカラーフィルタが設けられてい
るもののそれぞれについての、上下方向、左右方向の視野角の実測値を示したものである
。なお、表１の値は、位相差補償板を用いたときのものである。
【０００８】
【表１】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【０００９】
ここでいう視野角は、白表示をさせたときと黒表示をさせたときのコントラスト比が１０
％以上である視野範囲の角度のことである。表１から分かるように、上下方向の視野角は
、カラーフィルタが対向基板側にあるかＴＦＴ基板側によらずほぼ同じであるが、左右方
向の視野角は、カラーフィルタを対向基板側に設けた場合に比べ、カラーフィルタをＴＦ
Ｔ基板側に設けた場合の方がかなり狭くなっている。画素が微細である場合にその傾向が
著しい。
【００１０】
なぜ、このような現象が起こるかについて、上述の図５を用いて説明する。
【００１１】
図５に示す従来のアクティブマトリクス型液晶表示装置をノーマリホワイトモードで使用
する場合を考える。データ線１２を挟む両方の画素を黒表示とすると、特にビット反転駆
動により駆動したときには、例えば一方の画素電極には＋５Ｖが印加され、他方の画素電
極には－５Ｖが印加されるから、液晶層３０のうちデータ線１２上の領域では強い横方向
電界が発生し、ディレクタ（液晶分子）３１が倒れ込み、実質的にはこの領域では白表示
となる。具体的には、図示Ａとして示すように、画素電極１５間の隙間の領域及びこの隙
間から画素電極側に若干入り込んだ領域において白表示となり、この領域が光漏れ領域と
なる。これ以外の領域では、ディレクタ３１は画素電極１５と共通電極２２とを結ぶ方向
に平行になって直立しており、黒表示となる。この白表示となった部分は、正面から視認
した場合には、データ線１２によって遮光されることになるので実質的には黒領域として
認識されるが、斜め方向から視認した場合には、図示矢印Ｂに示すように、データ線１２
によっては遮光されず、かつ液晶層３０では光漏れ領域Ａのみを通過する光の影響を受け
ることになる。すなわち、本来は黒領域であるにも関わらず、図示Ｂに示すように液晶層
３０を透過する光が存在するので、黒領域におけるコントラストの低下（いわゆる黒浮き
）がもたらされることになる。
【００１２】
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以上の説明から明らかなように、画素ピッチの細かい高精細パネルの場合、画素ピッチが
粗いものに比べて、通常の画素領域（正常領域；上記説明で液晶分子が正常に縦方向に配
列していて黒表示となっている領域）に対する光漏れ領域の割合の比率が大きくなりがち
なので、斜め方向でのコントラストがより低下し、視野角が狭くなる。
【００１３】
同様の現象はゲート線についても起こりうるものであるが、ゲート線はデータ線とは異な
って比較的大きな電圧がほぼ常時印加されるものであること、また、カラー表示のアクテ
ィブマトリクス型液晶表示装置の場合、一般に画素電極の形状がデータ線に平行な方向に
長い長方形であること、などから、ゲート線においては、データ線におけるほど顕著に現
れることはなく、視野角や視認性の低下にも実質的にはつながらない。
【００１４】
上述したようなコントラストの低下や視野角の減少を防ぐために、例えば特開平１０－１
０４６６４号公報には、データ線の幅を太くし、オーバコート層を介して画素電極とオー
バラップさせる構成が開示されているが、必要な視野角を得るためにはデータ線を極端に
太くする必要があって開口率の低下を招き、また、データ線を極端に太くすることによっ
てＴＦＴや補助容量などの配置に支障が生じるおそれがある。
【００１５】
そこで本発明の目的は、カラーフィルタをＴＦＴ基板側に設ける場合であっても、データ
線を太くすることなく視野角を広くすることができるアクティブマトリクス型液晶表示装
置を提供することにある。
【００１６】
【課題を解決するための手段】
　本発明のアクティブマトリクス型液晶表示装置は、スイッチング素子が形成された第１
の基板（ＴＦＴ基板）と、第１の基板に対向して配置された第２の基板（対向基板）と、
第１の基板と第２の基板の間に挟持された液晶層と

いるアクティブマトリクス型液晶表示装置において、

。
【００１８】
【発明の実施の形態】
次に、本発明の好ましい実施の形態について、図面を参照して説明する。
【００１９】
図１は本発明の第１の実施形態のアクティブマトリクス型液晶表示装置の構成を示す模式
断面図である。このアクティブマトリクス型液晶表示装置は、図５に示した従来の液晶表
示装置と同様にカラーフィルタ（色層１３）がＴＦＴ基板１０側に設けられたものである
が、ＴＦＴ基板１０に、さらに、斜め方向の光に対する遮光層となるブラックマトリクス
１６が設けられている点で、図５に示したものと相違する。以下、図１に示す液晶表示装
置について詳しく説明する。
【００２０】
ＴＦＴ基板１０では、透明なガラス基板１１の一方の主面上にパターニングされ相互に平
行に配列した複数のデータ線１２が設けられ、ガラス基板１１のこの主面上の領域のうち
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、第１の基板上に設けられスイッチン
グ素子にデータ信号を供給するデータ線と、データ線及び第１の基板を被覆するように第
１の基板上に設けられたオーバコート層と、オーバコート層上に設けられマトリクス状に
配置された複数の画素電極とを有し、データ線が隣接する２つの画素電極間の間隙の位置
に対応して設けられて カラーフィル
タを構成する色層が前記第１の基板上の少なくとも前記データ線が形成されていない領域
に設けられており、前記データ線上および前記色層上に直接設けられたブラックマトリク
スを有し、前記ブラックマトリクスが前記画素電極とオーバラップする部分を有し、前記
部分の幅Ｗが、前記液晶層の厚さをｄ L Cとし、前記ブラックマトリクス上での前記オーバ
コート層の厚さをｄ O Cとし、所定の視野角を２θとして、前記アクティブマトリクス型液
晶表示装置がドット反転駆動で駆動されるものであるときはＷ  ≧  ｄ L C／２  ＋  ｄ O C・ｔ
ａｎ  θ、前記アクティブマトリクス型液晶表示装置がゲート線反転駆動で駆動されるも
のであるときはＷ  ≧  ｄ L C／４  ＋  ｄ O C・ｔａｎ  θを満足することを特徴とする



データ線１２に覆われていない部分には、カラーフィルタを構成する色層１３が形成され
ている。データ線１２は不透明な導電性材料から構成され、図示紙面に垂直な方向に延び
ている。また、色層１３は、その一部が、データ線１２の縁からデータ線１２の上面に向
けてせり出している。
【００２１】
ブラックマトリクス１６は、データ線１２上にあってデータ線１２と同じ方向に延び、そ
の下面がデータ線１２の上面と接するように設けられている。ブラックマトリクス１２は
、図示横方向には、データ線１２上にせり出した色層１３の上面にもせり出し、データ線
１２の縁にあたる部分よりもさらに色層１３の中心方向に向かって色層１３上にはみ出し
ている。ブラックマトリクス１６のこのはみ出し幅については後述する。ブラックマトリ
クス１２は、遮光性を有する材料によって構成されている。この実施形態の場合、ブラッ
クマトリクス１６は導電性を有してもよいが、導電性を有する場合には、電気的にデータ
線１２の幅が拡大したこととなって、液晶表示装置の電気的特性に悪影響を及ぼす可能性
がある。したがって、ブラックマトリクス１６は、例えばカーボンブラックの微粉末を樹
脂中に拡散させたものなどの、絶縁性の材料で構成することが好ましい。
【００２２】
色層１３の上面及びブラックマトリクス１６の上面を滑らかに覆うように透明なオーバコ
ート層１４が設けられ、オーバコート層１４の上面には画素ごとに透明な画素電極１５が
形成されている。画素電極１５は、オーバコート層１４上にマトリクス状に配置するとと
もに、例えばＩＴＯ（酸化インジウム・スズ）などによって形成されている。データ線１
２は、２つの画素電極１５の間隙の部分に対応して配置している。
【００２３】
なお、ＴＦＴ基板１０には、このほか、ゲート線（不図示）や、画素ごとに設けられたＴ
ＦＴ（不図示）などが形成されている。ＴＦＴにはデータ線１２からデータ信号が供給さ
れる。さらにこのアクティブマトリクス型液晶表示装置には、１対の偏光板（不図示）や
位相差補償板（不図示）などが取り付けられている。
【００２４】
一方、対向基板２０は、図５に示したものと同じものであって、透明なガラス基板２１と
ＩＴＯなどからなる透明な共通電極２２とを備えている。そして、この液晶表示装置は、
画素電極１５と共通電極２２とが互いに向き合うようにして所定の間隔でＴＦＴ基板１０
と対向基板２０とを配置し、これらの間に液晶層３０を封入した構成となっている。
【００２５】
次に、ブラックマトリクス１６の幅方向（図示横方向）の寸法について説明する。ブラッ
クマトリクス１６は、画素電極１５間の間隙に生じる光漏れ領域Ａを通過する光を遮るこ
とで、斜め方向から見たときのコントラスト比を向上させ、視野角を拡大するために設け
られるものである。斜め方向の光であっても、光漏れ領域Ａ以外の領域（正常領域）を少
しでも通過するものは、ノーマリホワイトモードで各画素電極１５に電圧を印加して黒表
示とさせたときには、正常領域を通過することでかなり減光するので、コントラスト比の
低下への影響はほとんどないと考えられる。そこで、光漏れ領域のみを通過する斜め方向
の光の角度範囲をどこまで許容するかに応じて、ブラックマトリクス１６の幅を決めれば
よいことになる。所望の視野角を２θとして、ガラス基板２１の法線に対してθだけ傾き
かつ光漏れ領域Ａのオーバコート層１４側の端部を通る光路（図示矢印Ｃに示す光路）が
ちょうどブラックマトリクス１６の端部にかかるように、ブラックマトリクス１６の幅を
決めればよい。このようにすれば、図示点線の矢印Ｄで示すような、データ線１２では遮
光されずに光漏れ領域Ａを通過することとなる光は、ブラックマトリクス１６によって遮
られることになる。
【００２６】
すなわち、液晶層３０の厚さｄ L Cやオーバコート層１４の厚さｄ O C、液晶層３０の電気的
性質、画素電極１５の間隔や配置、各層の光学的性質（屈折率など）などに基づいて光漏
れ領域の位置を求め、所望の視野角特性が得られるようにブラックマトリクス１６の幅を

10

20

30

40

50

(5) JP 3792485 B2 2006.7.5



決めればよい。
【００２７】
このようにしてブラックマトリクス１６の幅を決めることは、公知のシミュレーション技
術を用いることによって可能であるが、ブラックマトリクス１６の幅を決定する因子が数
多くあるので、幅の最適値を求めるための計算量が莫大なものとなる。そこで本発明者は
さらに実験を行い、より簡便にブラックマトリクス１６の寸法を決める方法を見出したの
で、この方法について説明する。
【００２８】
現在生産されているような液晶表示装置の場合、液晶層３０の厚さｄ L C、画素電極１５間
の間隙の大きさ、ブラックマトリクス１６上でのオーバコート層１４の厚さｄ O Cは、いず
れも、数μｍから十数μｍの範囲にあると考えられる。このような液晶表示装置をノーマ
リホワイトモードで使用し、データ線１２（ブラックマトリクス１６）をはさんで隣接す
る画素の両方で黒表示を行った場合、画素電極１５間に発生する横方向電界によって（あ
るいは画素電極１５間の領域での縦方向電界の低下によって）、光漏れ領域Ａが発生する
。この光漏れ領域Ａは、上述したように、液晶層３０において、画素電極１５間の間隙に
対応する領域のみならず、画素電極１５の縁の位置から画素電極１５の中心に向かってあ
る程度の広がりを有する。図１に示す構成においては、オーバコート層１４をはさんで画
素電極１５の下側にブラックマトリクス１６が設けられることから、ブラックマトリクス
１６の幅は、画素電極１５間の間隙よりも大きい必要がある。したがって、ブラックマト
リクス１６は、画素電極１５とオーバラップすることとなるから、このオーバラップ部分
の幅をＷとする。
【００２９】
液晶層３０における上述した横方向電界は、明らかに、各画素電極１５に例えばビット反
転駆動で電圧を印加するか、ゲート線反転駆動で電圧を印加するかによって、相違する。
そこで、本発明者らは、上述した現在生産されているような液晶表示装置においてこれら
の駆動の違いも考慮して検討を行ったところ、この液晶表示装置で得ようとする視野角を
２θとして、上述のオーバラップ部分の幅Ｗについて、
Ｗ  ≧  ｄ L C／２  ＋  ｄ O C・ｔａｎ  θ　（ドット反転駆動の場合），
Ｗ  ≧  ｄ L C／４  ＋  ｄ O C・ｔａｎ  θ　（ゲート線反転駆動の場合）
とすればよいことを見出した。ここで視野角は、白表示と黒表示とのコントラスト比が１
０％以上である視野の角度範囲であると規定する（以下において同じ）。もちろん、Ｗを
むやみに大きくすると開口率が低下するから、上記の式が成立する範囲でＷを小さくする
ことが望ましい。
【００３０】
表２は、位相差補償板付きの９．４″ＵＸＧＡ（画素ピッチ１２０μｍ）の液晶パネルに
おいて、液晶層３０の厚さｄ L Cを４．５μｍ、画素電極１５間の間隙を６μｍ、ブラック
マトリクス上のオーバコート層１４の厚さｄ O Cを０．５～３０μｍとし、ビット反転駆動
を行った場合の、白表示と黒表示とのコントラスト比が１０％以上である視野角２θとオ
ーバラップ部分の幅Ｗとの関係を示したものである。表２からも、上述の式を満たすよう
にＷを設定することで、良好な表示特性、視野角特性が得られることが分かる。
【００３１】
また、表２より、開口率を４５～５０％から低下させることなく、左右視野角１１０°以
上（位相差補償板の性能）の良好な視野角特性を得るためには、ブラックマトリクス上の
オーバコート層膜厚を１μｍ以下にする必要がある。
【００３２】
ただし、ブラックマトリクスの段差（１～２μｍ）を平坦化できなければ、液晶のディレ
クタに乱れが生じ配向不良が発生するため、平坦性を保ち、最大段差を０．５μｍ以下に
しつつ、オーバコート層を薄膜化する必要がある。本発明者らが実験したところ、オーバ
コート層として塗布時の粘度が５～１５ｍＰａ・ｓ（５～１５ｃＰ）のアクリル樹脂（Ｊ
ＳＲ製　ＰＣ４０５、ＰＣ４１５）をスピンコートを用いて塗布することにより、ブラッ
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クマトリクスの段差を平坦化しつつ、ブラックマトリクス上のオーバコート層の膜厚を１
μｍ以下にすることができることが分かった。
【００３３】
なお、本実施の形態では、色層上にブラックマトリクスを新たに設ける例で説明を行った
が、隣り合う色層を重ねることによりブラックマトリクスと同等の機能をもたせてもよい
。
【００３４】
【表２】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００３５】
　図２は、本発明の のアクティブマトリクス型液晶表示装置の構成を示す模式断面
図である。この液晶表示装置は、図１に示すものと同様の構成のものであるが、オーバコ
ート層１４のデータ線１２側の面でなく、オーバコート層１４の液晶層３０側の表面にブ
ラックマトリクス１６が形成されている点で、図１に示すものと相違している。この実施
形態でも、もちろん、ブラックマトリクス１６は、データ線１２の上方に配置している。
画素電極１５の縁部はブラックマトリクス１６に覆い被さるように形成されている。ブラ
ックマトリクス１６は、複数の画素電極１５に接することになるので、絶縁性の材料で構
成する必要がある。また、ブラックマトリクス１６を誘電率が高い材料で構成することに
より、液晶層３０における画素電極１５間の横方向電界を緩和することができ、光漏れ領
域Ａの幅を狭くするという効果も生じる。
【００３６】
この液晶表示装置においても、図１に示したものと同様に、光漏れ領域のみを通過する斜
め方向の光の角度範囲をどこまで許容するかに応じて、ブラックマトリクス１６の幅を決
めればよいことになる。すなわち、液晶層３０の厚さｄ L C、液晶層３０の電気的性質、画
素電極１５の間隔や配置、各層の光学的性質（屈折率など）などに基づいて光漏れ領域の
位置を求め、所望の視野角特性が得られるようにブラックマトリクス１６の幅を決めれば
よい。より簡便にブラックマトリクス１６の幅を求める方法としては、本発明者が見出し
たものであるが、画素電極の厚みを無視できるものとして、画素電極１５とブラックマト
リクス１６とが重なる部分の幅Ｗを、
Ｗ  ≧  ｄ L C／２　　（ドット反転駆動の場合），
Ｗ  ≧  ｄ L C／４　　（ゲート線反転駆動の場合）
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とするものがある。
【００３７】
この液晶表示装置は図１に示したものに比べてＷを小さくすることができ、したがって開
口率をより向上させることができる。
【００３８】
　図３は、本発明の のアクティブマトリクス型液晶表示装置の構成を示す模式断面
図である。この液晶表示装置は、図２に示すものと同様の構成のものであるが、オーバコ
ート層１４上に設けられたブラックマトリクス１６が、画素電極１５の縁部に乗り出すよ
うに形成されている点で、図２に示すものと相違している。
【００３９】
この液晶表示装置においても、図１に示したものと同様に、光漏れ領域のみを通過する斜
め方向の光の角度範囲をどこまで許容するかに応じて、ブラックマトリクス１６の幅を決
めればよいことになる。すなわち、液晶層３０の厚さｄ L C、液晶層３０の電気的性質、画
素電極１５の間隔や配置、各層の光学的性質（屈折率など）などに基づいて光漏れ領域の
位置を求め、所望の視野角特性が得られるようにブラックマトリクス１６の幅を決めれば
よい。より簡便にブラックマトリクス１６の幅を求める方法としては、本発明者が見出し
たものであるが、画素電極１５とブラックマトリクス１６とが重なる部分の幅Ｗを、
Ｗ  ≧  ｄ L C／２　  （ドット反転駆動の場合），
Ｗ  ≧  ｄ L C／４　  （ゲート線反転駆動の場合）
とするものがある。この液晶表示装置では、Ｗをより小さくすることができ、開口率をさ
らに向上することができる。
【００４０】
　図４は、本発明の のアクティブマトリクス型液晶表示装置の構成を示す模式断面
図である。この液晶表示装置は、図１に示す液晶表示装置からオーバコート層を除去した
構成のものである。画素電極１５は色層１３の上に直接形成されている。画素電極１５の
縁部はブラックマトリクス１６に覆い被さるように形成されている。ブラックマトリクス
１６は、絶縁性であって誘電率の高い材料で構成されている。
【００４１】
オーバコート層は液晶層３０に印加される横方向電界を緩和するために設けられているも
のであるが、ブラックマトリクス１６を誘電率が高い材料で構成することにより、ブラッ
クマトリクス１６自体が液晶層３０における画素電極１５間の横方向電界を緩和すること
となり、オーバコート層を省略することが可能になる。
【００４２】
この液晶表示装置においても、図１に示したものと同様に、光漏れ領域のみを通過する斜
め方向の光の角度範囲をどこまで許容するかに応じて、ブラックマトリクス１６の幅を決
めればよいことになる。すなわち、液晶層３０の厚さｄ L C、液晶層３０の電気的性質、画
素電極１５の間隔や配置、各層の光学的性質（屈折率など）などに基づいて光漏れ領域の
位置を求め、所望の視野角特性が得られるようにブラックマトリクス１６の幅を決めれば
よい。より簡便にブラックマトリクス１６の幅を求める方法としては、本発明者が見出し
たものであるが、画素電極１５とブラックマトリクス１６とが重なる部分の幅Ｗを、
Ｗ  ≧  ｄ L C／２　　（ドット反転駆動の場合），
Ｗ  ≧  ｄ L C／４　　（ゲート線反転駆動の場合）
とするものがある。
【００４３】
オーバコート層を設けていないことにより、この液晶表示装置は図１に示したものに比べ
てＷを小さくすることができ、したがって開口率をより向上させることができる。
【００４４】
【発明の効果】
以上説明したように本発明は、ＴＦＴ基板上にブラックマトリクス（遮光層）を設けるこ
とにより、カラーフィルタをＴＦＴ基板側に設ける場合であっても、データ線を太くする
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ことなく視野角を広くすることができるという効果がある。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の第１の実施形態のアクティブマトリクス型液晶表示装置の模式断面図
である。
【図２】　本発明の のアクティブマトリクス型液晶表示装置の模式断面図である。
【図３】　本発明の のアクティブマトリクス型液晶表示装置の模式断面図である。
【図４】　本発明の のアクティブマトリクス型液晶表示装置の模式断面図である。
【図５】　従来のアクティブマトリクス型液晶表示装置の模式断面図である。
【図６】　アクティブマトリクス型液晶表示装置の等価回路図である。
【符号の説明】
　１０　　ＴＦＴ基板
　１１，２１　　ガラス基板
　１２　　データ線（映像信号線）
　１３　　色層（カラーフィルタ）
　１４　　オーバコート層
　１５　　画素電極
　１６　　ブラックマトリクス（遮光層）
　２０　　対向基板
　２１　　ガラス基板
　２２　　共通電極
　３０　　液晶層
　３１　　ディレクタ
　４０　　画素部分
　４１　　ＴＦＴ
　４２　　ゲート線（走査線）
　４３　　画素容量
　４４，４５  ドライバ
　　Ａ　　光漏れ領域
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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